
  

 

 

 

 

                  

 

  

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒981-0904 仙台市青葉区旭ケ丘 3-25-15 

電話 271-4729 ／ ＦＡＸ 271-7984   

Ｅ-ｍail:asahi-siminc@hm-sendai.jp  

ホームページ    
 

令和 2 年 

 

日の入りも早くなり、秋の気配が忍び寄ってきました。台原森林公園でも、桜

の葉が色づいています。コロナ禍ではありますが、講座を楽しんでいただけるよ

う、準備しながら皆様の参加をお待ちしております。 

講座のお知らせ 

10月号 
仙台市旭ケ丘市民センター 検索 

（公財）仙台ひと・まち交流財団 

＊森につどい絆ふれあう学びの館＊ 

旭ケ丘市民センターだより  

№356 

 

※来館の際は、自宅での検温、マスク着用、入室前の手指消毒などのご協力をお願いいたします。 

※今後の新型コロナウィルス感染拡大状況により、変更または中止となる場合がございますので、 

予めご了承ください。 

※お預かりした個人情報は当講座以外の目的では使用いたしません。 

 



 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旭ケ丘わんぱく森²がっこ 活動中！ 
「旭ケ丘わんぱく森²がっこ」通称“森²”（もり

もり）は、平成 20年４月にスタートしました。主

に学校が休みの日に、地域の有志の方々の協力のも

と小学生対象に様々な企画をして活動しています。    

推進委員長の岡崎千佳子さんは、「キーワードは、

『地域や学校の協力』『体験型の学び』『子どもだ

けでも参加できる企画』です。子どもだけで参加で

きるようにするためボランティアの力が重要です。

最近は、様々な家庭があります。ですから低負担で

質の高い学びを、地域の力 

で実現する場が『わんぱく 

森²がっこ』だと私は思っ 

ています」と笑顔で話して 

くださいました。10月に 

は、ミニ鬼瓦作りを企画 

しているそうです。 

 
 

 

 

 

 

9.11 森²ファームでの大根の
種まき。ネギも植えました 

休館日のお知らせ 
 

10月     11月 

５日(月)     2 日(月) 

12 日(月)     4 日(水) 

  19 日(月)     9 日(月) 

  26 日(月)    16 日(月) 

           24 日(火) 

           30 日(月) 

 

          

   

市民利用施設予約システムのご案内 
 

12 月分当選確定期間  10/ 2(金) ～ 10/ 9(金)  

12 月分空室申込受付  10/10(土) ～ 

１月分抽選申込受付   10/16(金) ～ 10/31(土) 

１月地域利用団体優先申込 

10/6(火)10:00 ～窓口で受付 10/15(木）まで 

電話は 10/7(水)9:00 から受付 

旭ケ丘老壮大学通信教育 さくら倶楽部・第２号発行！ 
今回のテーマは、受講生の希望が一番多かった「歴史」です。仙台郷土史研究会

会員古田義弘氏に、「郷土の偉人」として八木山総合開発に関わった八木久兵衛さ

んと、仙台名誉市民女性第１号の、京都裏千家家元夫人の千嘉代子さんについての

話を書いていただきました。身近な地名が出てくる内容のためか、受講生からの反

応が早く、市民センターに感想や質問が届いています。他にも、希望の多かった脳

トレ問題を同封しました。第３号のテーマは「栄養」でお届けします。 

さくら倶楽部は、６０歳以上の方対象に、いつでも受付しています。お申込みの際は、①名前 

②住所③電話番号④年齢⑤学習したいことを記入し、84円切手４枚入れて市民センターまで 

お送りください。これからお申込みされる方にも、今までの資料をお送りいたします。 

講座ﾚﾎﾟｰﾄ 

地域情報 

交通バリアフリー教室体験 
9月 4日（金）旭丘小学校５年生

が、地下鉄旭ヶ丘駅で交通バリア

フリー教室に参加しました。子ども

たちは交通局の方の話に熱心に

耳を傾けていました。また実際に

車いすを利用している方が講師

になって、具体的な駅の利用の仕

方などを教えてくれました。車い

すに乗ってみた子どもたちは「足

に振動が伝わる」などと話してい

ました。今回の教室を通して、改

めて交通バリアフリーの大切さを

知り、どういった時に障がいのあ

る人への手助けが必要か考える

きっかけになったようでした。 
 

 

 

 

 


